
プロジェクト 農業・農村の防災・減災、強靱化

目 標

挑戦する内容

関係者の声

＝対話

役割分担

変革後の姿 ・農業水利施設の長寿命化や更新整備等により、かんがい用水の安定供給や豪雨時における排

水能力の確保などの機能が適切に発揮

・農村地域の防災・減災対策により安全・安心な生活が確保

・機能保全計画に基づく保全対策工事に着手した施設数 R5まで：51施設 → R10まで：71施設

・農業水利施設の機能の維持発揮に向けて機能保全計画に基づく適期の更新整備を推進

・施設更新に併せて省エネルギー化や対策後の維持管理の効率化を推進

・防災重点農業用ため池の地震・豪雨対策の実施

・農地や農業水利施設を活用した流域治水の取組推進

・施設の老朽化が進み、かんがい用水の安定供給に不安がある。また、維持管理に係る人

員の確保、費用負担の増加が懸念（施設管理者）

・集中豪雨の発生回数が増えているため、浸水被害や洪水の発生が心配（地域住民）

・生産者 ：田んぼダムの取組を実施

・施設管理者（土地改良区等）：農業用ダムの事前放流、農業水利施設の適正な維持管理

・市町村 ：地元調整、ため池ハザードマップの周知

・県 ：事業の実施、機能保全計画の更新等

２ 生産性向上（農業）

第３章

令和８年度計画

挑戦する内容

対話

１ 農業水利施設の機能の維持発揮に向けて機能保全計画に基づく

適期の更新整備を推進

・機能保全計画に基づき、農業水利施設の更新・長寿命化対策を19施設で実施

・農業水利施設の突発的な事故の発生原因の分析と施設の点検頻度・方法の見直し

を実施

・施設管理者の技術力向上を通じた管理能力強化への支援

２ 施設更新に併せて省エネルギー化や対策後の維持管理の効率化を推進

・高効率ポンプの導入やＩＣＴ技術等の活用など、省エネルギー化・効率化を考慮

した施設の対策工法を検討

３ 防災重点農業用ため池の地震・豪雨対策の実施

・青森県防災工事等推進計画に基づき、防災重点農業用ため池の補強・改修等を22

地区で実施

４ 農地や農業水利施設を活用した流域治水の取組推進

・流域全体で水害を軽減させる流域治水の取組を推進するため、ほ場整備事業実施

地区において田んぼダムの取組を推進するとともに、多面的機能支払の研修会等

を活用して取組を周知し、機運を醸成

・部会を開催し、事業の進捗状況を把握するとともに、意見を参考に事業構築（７月、１月）

・ほ場整備の勉強会や多面的機能支払の説明会等の場で、田んぼダムの取組推進に向けて意見交換（随時）

・施設管理者である土地改良区と管理体制の状況や課題等について意見交換し、農業水利施設の計画的な保全対

策を検討（年６回程度）

改修を終えた防災重点農業用
ため池（大堤ため池）

機能保全計画に基づき
更新した農業水利施設
（飯詰第三頭首工）

更新前

更新後


